
令和5年度みどり台中学校区広域連携事業講演会が開催されました。

1２月２日（土）、みどり台中学校区広域連携事業として、郷土史研究
家（元仙台市史編さん室長）菅野正道先生をお招きし、「江戸時代の農
村社会―名取市域にみる暮らしと年中行事―」と題した講演会が相互台
公民館で開催されました。
菅野先生は江戸時代伊達藩の農民の暮らしなどについて、資料を使っ

てユーモアも交えつつ、分かりやすくお話しいただきました。
参加者の皆さんは、「農民の暮らしは思っていたよりも豊かだったと

知ってびっくりした」というこれまで抱いていたイメージと実態の違い
に驚きながら、熱心に耳を傾けていました。今回の講演会は地域の歴史
や文化について学ぶ良い機会となりました。


